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12
月
13
日（
土
）午
前
９
時
45
分
〜

12
月
19
日（
金
）午
前
10
時
〜

１
月
１
日（
祝
）午
前
11
時
〜

２
月
19
日（
木
）午
前
10
時
〜

１
月
19
日（
月
）午
前
10
時
〜

２
月
１
日（
日
）午
前
11
時
〜
正
午

12
月
11
日（
木
）午
前
10
時
〜

１
月
13
日（
火
）午
前
９
時
45
分
〜

２
月
13
日（
金
）午
前
９
時
45
分
〜

２
月
11
日（
祝
）午
前
11
時
〜

１
月
11
日（
日
）午
前
10
時
〜

２
月
11
日（
祝
）午
前
10
時
〜

二
〇
二
六
年
宝
蔵
神
社
新
年
祭
に
つ
い
て

　
　
生
長
の
家
宇
治
別
格
本
山
　
総
務
・
宮
司

　
　
　
　
　   

目
　
等
　
泰
　
夫

　

皆
さ
ま
方
に
は
、
ま
す

ま
す
ご
健
勝
に
て
人
類
光

明
化
運
動
・
国
際
平
和
信

仰
運
動
・“
新
し
い
文
明
”

の
基
礎
を
作
る
た
め
の
活

す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い

状
況
に
鑑
み
て
、
参
加
者

人
数
を
限
定
し
て
、
事
前

予
約
制
に
よ
り
開
催
す
る

予
定
で
す
（
詳
し
く
は
、

後
述
の
四
ペ
ー
ジ
の
練
成

会
広
告
を
ご
参
照
く
だ
さ

い
）。 

　

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
生
長
の
家
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
、『“
新
し

い
文
明
” 

の
基
礎
を
作
る

た
め
』
の
活
動
を
改
め
て

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

⑴
生
長
の
家
で
は
、
立
教

以
来
、変
わ
ら
な
い〝
天

地
一
切
に
感
謝
〟〝
す

べ
て
は
神
に
お
い
て
一

体
〟の
教
え
に
よ
っ
て
、

省
資
源
に
努
め
、
二
〇

〇
一
年
、
宗
教
界
で
初

め
て
環
境
管
理
シ
ス
テ

ム
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１

の
認
証
を
取
得
。
太
陽

光
発
電
の
設
置
、植
樹
・

植
林
、
肉
食
の
削
減
に

取
り
組
む
な
ど
、
教
団

を
挙
げ
て
地
球
環
境
保

全
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

⑵
私
た
ち
は
、
人
類
が
、

従
来
の
効
率
優
先
、
欲

望
優
先
の
考
え
方
か
ら

脱
却
し
て
、
自
然
界
の

万
物
と
共
に
、
生
か
し

合
い
、
結
び
合
う
生
き

方
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
美
し
い
地
球
を
残

し
、
わ
れ
わ
れ
と
未
来

の
人
類
が
幸
福
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

⑶
こ
れ
は
、
産
業
革
命
以

来
続
い
て
き
た
〝
化
石

燃
料
文
明
〟〝
地
下
資

源
文
明
〟
か
ら
、
再
生

可
能
な
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
基
礎
と
し
た

〝
自
然
共
生
型
文
明
〟

〝
地
上
資
源
文
明
〟
へ

の
転
換
を
目
指
す
こ
と

で
あ
り
、
す
な
わ
ち
、

人
類
が
、
人
間
・
神
の

子
の
自
覚
に
目
覚
め
、

愛
を
深
め
て
、
自
然
へ

の
愛
を
実
践
し
て
、
自

然
と
人
間
が
調
和
し
た

〝
新
し
い
文
明
〟
を
築

い
て
い
く
こ
と
を
意
味

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
宝
蔵
神
社
で
は

本
年
と
同
様
に
、
恒
例
の

鏡
餅
奉
納
の
申
し
込
み
を

お
受
け
し
て
い
ま
す
。
ご

先
祖
に
家
庭
円
満
・
無
限

繁
栄
の
悦
び
と
感
謝
の
真

心
を
捧
げ
る
鏡
餅
奉
納

は
、
お
陰
さ
ま
で
毎
年
多

く
の
方
々
か
ら
お
申
込
み

を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
も
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の

賜
物
と
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
二
〇
二
六

年
新
年
祭
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
鏡
餅
奉
納
の
意
義

を
広
く
お
伝
え
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
、
重
ね
て
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

動
に
挺
身
く
だ
さ
る
こ

と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。 

　

さ
て
、
二
〇
二
六
年
の

初
春
を
寿
ぐ
宝
蔵
神
社
新

年
祭
が
近
づ
い
て
ま
い
り

ま
し
た
。 

　

明
年
は「
初
詣
練
成
会
」

の
再
開
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
但
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
及
び
そ
の
変
異

株
に
よ
る
感
染
症
が
収
束

環境に対する国際規格

I S O 14001
認 証 取 得

宝蔵神社
鏡餅奉納

宝蔵神社に鏡餅
を奉納してご先
祖様に感謝を捧
げ、家族の益々の
円満調和を祈念
致しましょう。

― 奉納金 ―
一 口 千 円 以 上

令
和
八
年
宝
蔵
神
社　
新
年
の
ご
案
内

宝
蔵
神
社
新
年
祭　
１
月
１
日
（
元
日
の
み
）

　

午
前
11
時
～
（
大
拝
殿
）

雑
煮
接
待　
１
月
１
日
（
元
日
の
み
）

　

午
前
11
時
～
午
後
２
時
（
二
，〇
〇
〇
杯
限
定
）（
食
堂
）

新
春
書
初
め　
12
月
１
日
～
１
月
31
日

　

午
前
９
時
20
分
～
午
後
４
時
半
（
幽
斎
殿
）

新
年
祝
福
祈
念
の
鏡
餅
奉
納　

　

１
月
３
日
ま
で
受
付
中
！
（
お
受
所
）

初
詣
練
成
会　
12
月
31
日
（
水
）
〜
１
月
3
日
（
土
）

　

参
加
者
一
〇
〇
名
限
定
（
要
予
約
）

　

今
年
の
初
詣
は
宝
蔵
神
社
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

　

※
詳
し
く
は
右
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
又
は
お
電

　
　

話
に
て
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。  

℡
０
７
７
４（
２
１
）２
１
５
１

宇治別格本山を分かりやすく紹介します。

　昭和三十五年八月、宝蔵神社本殿
ならびに大拝殿が落慶しました。
　「宝蔵神社」は、生長の家創始者・
谷口雅春大聖師によって命名されま
した。

　中央の本
ほ ん ぞ ん ま ん だ ら

尊曼陀羅には「生長の家
大神」をはじめ、「大国主大神」「観
世音菩薩」「地蔵大菩薩」「阿弥陀如
来」がましまして、人々を護り導い
ておられます。

　また、紫
し う ん で ん

雲殿をはじめ、光
こうみょうぐう

明宮・宝
ほうぞうぐう

蔵宮・霊
れいでん

殿には、永代祭祀や一般の御霊、流
産児の御霊がまつられています。

　宝蔵神社にお参りすることは、宝蔵神社の本尊の御働きに感謝礼拝し、本尊曼陀
羅に導かれている先祖や流産児の御霊に祈りを捧げることです。
　ここは、先祖のご供養や、個人としてのお導きをいただけるだけでなく、神さま
と御霊と私たちが共に、世界平和と人類光明化を願う尊い祈りの場です。

　宝蔵神社では八月を除く毎月十三日午前九時四十五分より月次祭が執り行われて
います。皆様のご参拝を心よりお待ちしております。

宇治別格本山案内〈第１回〉  宝蔵神社

発行所
宗教
法人 生長の家宇治別格本山

京都府宇治市宇治塔の川32

電　話 0774−21−2151

https://www.uji-sni.jp/
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○
相
愛
会
秋
田
教
区
連
合
会
会

長　

鈴
木
賢
一
郎　

殿

○
相
愛
会
岩
手
教
区
連
合
会
会

長　

高
橋
正
彦　

殿

○
相
愛
会
山
形
教
区
連
合
会
会

長　

富
樫
勝
志　

殿

○
相
愛
会
宮
城
教
区
連
合
会
会

長　

千
葉　

満　

殿

○
相
愛
会
福
島
教
区
連
合
会
会

長　

渡
辺
重
光  

殿

○
相
愛
会
茨
城
教
区
連
合
会
会

長　

浦
井
申
司  

殿

○
相
愛
会
栃
木
教
区
連
合
会
会

長　

吉
村
聖
彦　

殿

○
相
愛
会
埼
玉
教
区
連
合
会
会

長　

北
川
宏
太
郎　

殿

○
相
愛
会
千
葉
教
区
連
合
会
会

長　

安
達
敏
広　

殿

○
相
愛
会
神
奈
川
教
区
連
合
会

会
長　

矢
羽
田　

強　

殿

○
相
愛
会
東
京
第
一
教
区
連
合

会
会
長　

鈴
木
康
正  

殿

○
相
愛
会
東
京
第
二
教
区
連
合

会
会
長　

織
田　

孝  

殿

○
相
愛
会
山
梨
教
区
連
合
会
会

長　

西
村　

誠  

殿 

○
相
愛
会
新
潟
越
南
教
区
連
合

会
会
長　

長
谷
川
郁
夫  

殿

○
相
愛
会
富
山
教
区
連
合
会
会

長　

山
田
啓
太
郎　

殿

○
相
愛
会
静
岡
教
区
連
合
会
会

長　

兼
子
隆
保　

殿

○
相
愛
会
愛
知
教
区
連
合
会
会

長　

苅
谷
一
宏　

殿

○
相
愛
会
岐
阜
教
区
連
合
会
会

長　

山
田
真
咲
清　

殿

○
相
愛
会
三
重
教
区
連
合
会
会

長　

杉
山　

忠　

殿

○
相
愛
会
滋
賀
教
区
連
合
会
会

長　

川
﨑　

進　

殿

○
相
愛
会
京
都
第
一
教
区
連
合

会
会
長　

水
口
越
夫　

殿

○
相
愛
会
京
都
第
二
教
区
連
合

会
会
長　

富
永
清
市　

殿

○
相
愛
会
奈
良
教
区
連
合
会
会

長　

小
牧
正
人　

殿

○
相
愛
会
大
阪
教
区
連
合
会
会

長　

花
光
義
正　

殿

○
相
愛
会
兵
庫
教
区
連
合
会
会

長　

澤
邊
義
典　

殿

○
相
愛
会
岡
山
教
区
連
合
会
会

長　

土
井
康
孝　

殿

○
相
愛
会
広
島
教
区
連
合
会
会

長  

浦
上　

保  

殿

　
「『
ハ
イ
ハ
イ
、
私
は

神
の
子
で
ご
ざ
い
ま
す
、

有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
』
と

受
け
る
行
事
が
神
想
観
な

の
で
あ
り
ま
す
。（
中
略
）

そ
の
間
に
何
等
の
理
屈
も

な
い
、
議
論
も
な
い
。
た

だ
事
実
の
実
相
を
素
直
に

受
け
取
る
ほ
か
に
何
も
な

い
の
で
あ
り
ま
す
」（『
詳

説 

神
想
観
』
四
十
一
～

四
十
二
頁
）

　

合
掌
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す

　

“
罪
有
り
・
肉
の
子
”

か
ら
“
罪
無
し
・
神
の
子
”

へ
、“
個
で
力
み
こ
な
す

人
生
観
”
か
ら
“
い
の
ち

そ
の
ま
ま
を
味
わ
う
人
生

観
”
へ
。
真
実
な
る
魂
の

幸
福
感
、
永
遠
な
る
安
ら

ぎ
と
希
望
を
授
け
て
く
だ

さ
っ
た
御
教
え
に
、
心
よ

り
感
謝
合
掌
い
た
し
ま

す
。
常
に
、
こ
の
信
仰
の

原
点
を
丁
寧
に
味
わ
い
深

め
続
け
て
い
く
、
神
の
子

ら
し
い
光
の
道
を
歩
ん
で

参
り
た
い
と
想
っ
て
い
ま

す
。

　

先
日
、
ご
家
族
と
共
に

本
山
に
参
拝
に
来
ら
れ
て

い
た
信
徒
の
方
で
、
医
師

よ
り
癌
の
診
断
を
受
け
た

と
云
う
方
と
少
し
お
話
し

す
る
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。「
ど
う
し
て
こ
ん
な

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
か
」
と
、
溢
れ
出
て
く

る
不
安
と
恐
怖
心
を
抑
え

る
こ
と
が
で
き
ず
に
苦
し

い
と
お
話
し
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
私
は
、
そ
の
想
い

を
お
聴
き
し
な
が
ら
、
心

の
内
よ
り
湧
い
て
来
ま
し

た
、
谷
口
清
超
大
聖
師
の

御
言
葉
を
お
伝
え
し
ま
し

た
。

　
「
も
っ
と
も
寒
い
冬
の

時
節
に
、
す
で
に
太
陽
は

春
の
軌
道
を
回
り
は
じ
め

て
い
る
。
夜
の
最
も
暗
い

時
に
、
朝
日
が
す
で
に
海

の
彼
方
で
は
昇
り
つ
つ
あ

る
。
人
生
の
最
も
困
難
な

時
、
す
で
に
勝
利
の
栄
光

が
点
火
さ
れ
る
の
だ
」

（『
伸
び
ゆ
く
日
々
の
言

葉
』
一
一
〇
頁
）

“
い
の
ち
そ
の
ま
ま
”
の
安
ら
ぎ

生
長
の
家
宇
治
別
格
本
山　

練
成
部　

部
長
代
行
　
清
　
水
　
志
　
郎

　

最
近
、
様
々
な
こ
と
が

重
な
り
、
不
安
に
感
じ
る

こ
と
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
昔
か
ら
の
心
配
性
が

強
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が

し
て
、
思
い
返
す
と
同
じ

パ
タ
ー
ン
を
繰
り
返
し
て

い
ま
し
た
。
心
配
事
を
わ

ざ
わ
ざ
作
り
出
し
て
、
宇

治
へ
来
て
、
安
心
し
て
帰

る
、
と
い
う
パ
タ
ー
ン
で

す
。
ふ
と
、
こ
れ
が
所
謂

「
お
か
げ
信
仰
」
で
は
？

と
思
い
、
今
回
は
そ
こ
を

通
り
抜
け
て
、
そ
の
ま
ま

で
完
全
円
満
な
神
の
子

だ
、
と
い
う
境
地
を
一
ミ

リ
で
も
良
い
の
で
垣
間
見

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
は
気
合
を
入
れ

て
、
十
年
ぶ
り
に
一
泊
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
甲
斐
も
あ
っ
て
か
、

あ
ら
ゆ
る
行
事
の
最
中

に
、
今
ま
で
の
困
難
だ
っ

た
人
間
関
係
が
有
難
く
感

練
成
会
　
体
験
談

Ｍ
・
Ｒ
（
40
代
）〈
女
性
〉

じ
ら
れ
涙
が
流
れ
て
ま
い

り
ま
し
た
。理
由
も
な
く
、

と
に
か
く
痛
烈
に
あ
り
が

た
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

と
て
も
不
思
議
な
感
覚
で

し
た
。

　

岡
田
浩
二
講
師
に
個
人

指
導
を
し
て
い
た
だ
い

て
、
私
は
自
力
で
頑
張
っ

て
努
力
し
て
お
か
げ
信
仰

を
否
定
し
突
破
し
よ
う
と

し
て
い
た
こ
と
に
気
が
付

き
ま
し
た
。

　

今
回
の
練
成
会
で
は
、

ガ
ン
バ
ッ
テ
努
力
し
て
神

の
子
に
な
る
の
で
は
な
い

こ
と
が
、
以
前
よ
り
も

は
っ
き
り
と
わ
か
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
も
っ
と

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
毎
日
を

過
ご
そ
う
と
思
い
ま
す
。

目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
機
会
を

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
生
長
の
家
総

裁
谷
口
雅
宣
先
生
の
御
言

葉
を
続
け
て
お
伝
え
し
ま

し
た
。

　
「
個
々
の
現
象
の
中
に

神
を
探
す
の
で
は
な
く
、

数
多
く
の
現
象
の
背
後
に

厳
然
と
存
在
す
る
生
か
す

力
、
生
か
す
知
恵
、
生
か

す
愛
が
、
地
殻
の
下
で
燃

え
る
マ
グ
マ
の
よ
う
に
、

す
べ
て
を
支
え
て
い
る
こ

と
を
観
じ
、
感
謝
せ
よ
」

（『
日
々
の
祈
り
』
八
十

二
～
八
十
三
頁
）

　

「
罪
無
し
神
の
子
の
実

相
は
、
い
の
ち
そ
の
ま
ま

の
無
限
健
康
の
実
相
は
、

決
し
て
消
え
る
こ
と
が
無

い
と
教
え
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
今
此
処
に
、
不

安
や
恐
怖
心
に
心
が
支
配

祥
月
命
日
供
養
祭《
繰
上
げ
日
》の
お
知
ら
せ

＊
新
年
祭
及
び
新
年
祭
準
備
・
後
片
付
け
の
た
め
、

　

年
末
年
始
の
祥
月
命
日
供
養
祭
を
左
記
の
日
程

　

で
繰
上
げ
て
執
り
行
い
ま
す
。

　
　

12
月
24
日
〜
27
日
分
→
《
12
月
７
日
（
日
）》

　
　

12
月
28
日
〜
31
日
分
→
《
12
月
14
日
（
日
）》

　
　

１
月
１
日
〜
５
日
分
→
《
12
月
21
日
（
日
）》

　

最
新
情
報
は
、
本
山
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

い
た
だ
く
か
、
祭
司
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。�

℡
〇
七
七
四

－

二
一

－

二
一
五
四

【
推
進
員
】

○
前
白
鳩
会
旭
川
教
区
連
合
会

会
長　

川
上
圭
子 

殿

○
前
白
鳩
会
秋
田
教
区
連
合
会

会
長　

菅
原
悦
子 

殿

○
前
白
鳩
会
茨
城
教
区
連
合
会

会
長　

鹿
嶋
眞
紀
子 

殿

○
前
白
鳩
会
栃
木
教
区
連
合
会

会
長　

須
鎌
頼
子  

殿

○
前
白
鳩
会
千
葉
教
区
連
合
会

会
長　

田
中
加
代
子 

殿

○
前
白
鳩
会
東
京
第
一
教
区
連

合
会
会
長　

尾
関
澄
子 

殿

○
前
白
鳩
会
東
京
第
二
教
区
連
合

会
会
長　

田
村
ミ
ツ
エ 

殿

○
前
白
鳩
会
新
潟
越
南
教
区
連

合
会
会
長　

下
里
映
子 

殿

○
前
白
鳩
会
富
山
教
区
連
合
会

会
長　

竹
内
加
代
子　

殿

○
前
白
鳩
会
福
井
教
区
連
合
会

会
長　

飯
塚
輝
子　

殿

○
前
白
鳩
会
愛
知
教
区
連
合
会

会
長　

中
村
明
美　

殿

○
前
白
鳩
会
三
重
教
区
連
合
会

会
長　

小
野
田
幸
江  

殿

○
前
白
鳩
会
滋
賀
教
区
連
合
会

会
長　

大
堀
誠
子  

殿

○
前
白
鳩
会
京
都
第
一
教
区
連

合
会
会
長　

八
木
広
子  

殿

○
前
白
鳩
会
京
都
第
二
教
区
連
合

会
会
長　

保
理
江
嘉
子　

殿

○
前
白
鳩
会
兵
庫
教
区
連
合
会

会
長　

荻
野
和
子　

殿

○
前
白
鳩
会
岡
山
教
区
連
合
会

会
長　

三
宅
由
美
子　

殿

○
前
白
鳩
会
香
川
教
区
連
合
会

会
長　

岩
瀬
久
美
子　

殿

○
前
白
鳩
会
福
岡
教
区
連
合
会

会
長　

田
上
め
ぐ
み　

殿

○
前
白
鳩
会
大
分
教
区
連
合
会

会
長　

執
行
里
美　

殿

○
前
白
鳩
会
沖
縄
教
区
連
合
会

会
長

　
　

大
城
ミ
ン
ミ
ン
ト
ゥ　

殿

○
前
相
愛
会
札
幌
教
区
連
合
会

会
長  

澁
谷
光
彦　

殿

○
前
相
愛
会
函
館
教
区
連
合
会

会
長  

戸
沢
有
治  

殿

○
前
相
愛
会
空
知
教
区
連
合
会

会
長  

石
谷
康
博  

殿

○
前
相
愛
会
北
見
教
区
連
合
会

会
長  

菅
原
正
弘  

殿 人
事
異
動

○
前
相
愛
会
富
山
教
区
連
合
会

会
長  

中
土
政
英  

殿

○
前
相
愛
会
静
岡
教
区
連
合
会

会
長  

太
田
栄
二  

殿

○
前
相
愛
会
滋
賀
教
区
連
合
会

会
長  

近
藤
三
紀
男 

殿

○
前
相
愛
会
大
阪
教
区
連
合
会

会
長  

長
部
彰
弘  

殿

○
前
相
愛
会
和
歌
山
教
区
連
合

会
会
長　

片
岩
裕
貴  

殿

○
前
相
愛
会
広
島
教
区
連
合
会

会
長　

近
藤
静
夫  

殿

○
前
相
愛
会
島
根
教
区
連
合
会

会
長　

武
田
力
也  

殿

○
前
相
愛
会
徳
島
教
区
連
合
会

会
長　

森
上
明
浩  

殿

○
前
相
愛
会
長
崎
北
部
教
区
連
合

会
会
長　

内
林
陽
二
郎  

殿

○
前
相
愛
会
熊
本
教
区
連
合
会

会
長　

田
中
辰
幸  

殿

○
前
相
愛
会
宮
崎
教
区
連
合
会

会
長　

中
原
広
昭  

殿

○
元
白
鳩
会
京
都
第
一
教
区
連

合
会
会
長　

金
子
雅
子　

殿

○
元
相
愛
会
京
都
第
一
教
区
連

合
会
会
長　

中
林
秀
世　

殿

二
〇
二
五
年
九
月
三
十
日
付
、

宇
治
別
格
本
山
推
進
員
の
委
嘱

を
解
く
。

○
白
鳩
会
札
幌
教
区
連
合
会
会

長　

杉
野
森
美
惠
子　

殿

○
白
鳩
会
小
樽
教
区
連
合
会
会

長　

松
浦
み
ゆ
き　

殿

○
白
鳩
会
室
蘭
教
区
連
合
会
会

長　

阿
部
光
子 　

殿

○
白
鳩
会
函
館
教
区
連
合
会
会

長　

中
田
千
恵 　

殿

○
白
鳩
会
旭
川
教
区
連
合
会
会

長  

笠
原
智
子　

殿

○
白
鳩
会
空
知
教
区
連
合
会
会

長  

工
藤
美
枝  

殿

○
白
鳩
会
釧
路
教
区
連
合
会
会

長　

田
中
敏
惠　

殿

○
白
鳩
会
北
見
教
区
連
合
会
会

長　

岩
崎
し
の
ぶ　

殿

○
白
鳩
会
十
勝
教
区
連
合
会
会

長　

坂
本
祐
子　

殿

○
白
鳩
会
青
森
教
区
連
合
会
会

長　

石
郷
志
津
子　

殿

○
白
鳩
会
秋
田
教
区
連
合
会
会

長　

長
谷
川
真
喜
子　

殿

○
白
鳩
会
岩
手
教
区
連
合
会
会

長　

小
林
広
子　

殿

○
白
鳩
会
山
形
教
区
連
合
会
会

長　

高
橋
照
美 　

殿

○
白
鳩
会
宮
城
教
区
連
合
会
会

長　

長
畑
裕
子　

殿

○
白
鳩
会
福
島
教
区
連
合
会
会

長　

長
谷
山
美
智
子　

殿

○
白
鳩
会
茨
城
教
区
連
合
会
会

長　

黒
澤
美
幸  

殿

○
白
鳩
会
栃
木
教
区
連
合
会
会

長　

岡
本
み
ゆ
き　

殿

○
白
鳩
会
群
馬
教
区
連
合
会
会

長　

金
井
五
十
鈴　

殿

○
白
鳩
会
埼
玉
教
区
連
合
会
会

長　

高
島
春
子　

殿

○
白
鳩
会
千
葉
教
区
連
合
会
会

長　

安
達
由
紀
子　

殿

○
白
鳩
会
神
奈
川
教
区
連
合
会

会
長　

林　

和
子　

殿

○
白
鳩
会
東
京
第
一
教
区
連
合

会
会
長　

高
木
美
奈
子  

殿

○
白
鳩
会
東
京
第
二
教
区
連
合

会
会
長　

國
近
明
美  

殿

○
白
鳩
会
山
梨
教
区
連
合
会
会

長　

廣
瀬
通
子  

殿

○
白
鳩
会
長
野
教
区
連
合
会
会

長　

小
松
智
子  

殿

○
白
鳩
会
新
潟
越
南
教
区
連
合

会
会
長　

渡
辺
な
お
み　

殿

○
白
鳩
会
新
潟
北
越
教
区
連
合
会

会
長 

長
谷
川
喜
美
江  

殿

○
白
鳩
会
富
山
教
区
連
合
会
会

長　

竹
林
順
子　

殿

○
白
鳩
会
石
川
教
区
連
合
会
会

長　

藤
田
美
香　

殿

○
白
鳩
会
福
井
教
区
連
合
会
会

長　

木
瀬
惠
美
子  

殿

○
白
鳩
会
静
岡
教
区
連
合
会
会

長　

西
川
明
美  

殿

○
白
鳩
会
愛
知
教
区
連
合
会
会

長　

坪
井
春
美  

殿

○
白
鳩
会
岐
阜
教
区
連
合
会
会

長　

三
浦
乃
扶
江  

殿

○
白
鳩
会
三
重
教
区
連
合
会
会

長　

杉
本
照
美  

殿

○
白
鳩
会
滋
賀
教
区
連
合
会
会

長　

藤
森
直
子  

殿

○
白
鳩
会
京
都
第
一
教
区
連
合

会
会
長　

奥
島
真
理
子　

殿

○
白
鳩
会
京
都
第
二
教
区
連
合

会
会
長  

大
西
康
子　

殿

○
白
鳩
会
奈
良
教
区
連
合
会
会

長　

林　

佐
知
代　

殿

○
白
鳩
会
大
阪
教
区
連
合
会
会

長　

房
本
喜
久
美　

殿

○
白
鳩
会
和
歌
山
教
区
連
合
会

会
長　

小
山
美
里　

殿

○
白
鳩
会
兵
庫
教
区
連
合
会
会

長　

難
波
和
代　

殿

○
白
鳩
会
岡
山
教
区
連
合
会
会

長　

園
部
治
子　

殿

○
白
鳩
会
広
島
教
区
連
合
会
会

長　

橘
髙
千
加
子　

殿

○
白
鳩
会
鳥
取
教
区
連
合
会
会

長　

松
田
恒
子　

殿

○
白
鳩
会
島
根
教
区
連
合
会
会

長　

山
口
寛
子　

殿

○
白
鳩
会
山
口
教
区
連
合
会
会

長　

津
森
鈴
子　

殿

○
白
鳩
会
香
川
教
区
連
合
会
会

長　

塩
田
靖
子　

殿

○
白
鳩
会
愛
媛
教
区
連
合
会
会

長　

渡
部
江
利
子　

殿

○
白
鳩
会
徳
島
教
区
連
合
会
会

長　

富
永
美
智
子 

殿

○
白
鳩
会
高
知
教
区
連
合
会
会

長　

宮
本
優
子　

殿

○
白
鳩
会
福
岡
教
区
連
合
会
会

長　

内
藤
久
美
子　

殿

○
白
鳩
会
大
分
教
区
連
合
会
会

長　

三
坂
寿
子　

殿

○
白
鳩
会
佐
賀
教
区
連
合
会
会

長　

脇
山
延
江  

殿

○
白
鳩
会
長
崎
南
部
教
区
連
合

会
会
長  

川
原
厚
子  

殿

○
白
鳩
会
長
崎
北
部
教
区
連
合

会
会
長　

西
村
恵
美  

殿

○
白
鳩
会
熊
本
教
区
連
合
会
会

長　

紫
谷
ゆ
か
り　

殿 

○
白
鳩
会
宮
崎
教
区
連
合
会
会

長　

井
上
晴
子  

殿 

○
白
鳩
会
鹿
児
島
教
区
連
合
会

会
長　

有
馬
真
由
美　

殿

○
白
鳩
会
沖
縄
教
区
連
合
会
会

長　

崎
濱　

恵  

殿 

○
相
愛
会
札
幌
教
区
連
合
会
会

長　

藤
岡
雅
裕  

殿

○
相
愛
会
小
樽
教
区
連
合
会
会

長　

熊
澤
龍
一
郎　

殿

○
相
愛
会
室
蘭
教
区
連
合
会
会

長　

小
田
知
伸　

殿

○
相
愛
会
旭
川
教
区
連
合
会
会

長　

松
岡
孝
浩　

殿

○
相
愛
会
釧
路
教
区
連
合
会
会

長　

鈴
木
忠
良　

殿

○
相
愛
会
青
森
教
区
連
合
会
会

長　

米
内
山
淳
一  

殿

【
永
代
供
養
の
お
知
ら
せ
】

生 

存 

永 

代

　

生
前
は
生
長
の
家
総
本
山
龍
宮
住
吉
本
宮
の
宝
筺
に
奉
安

さ
れ
、
神
様
の
祝
福
の
霊
波
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、

死
後
は
、
生
長
の
家
宇
治
別
格
本
山
の
宝
蔵
神
社
紫
雲
殿
に

移
し
て
永
代
祭
祀
さ
れ
ま
す
。

故 

人 

祭 

祀

　

既
に
霊
界
に
赴

お
も
む

け
る
人
を
、

宝
蔵
神
社
に
お
祀
り
し
て
あ
げ

た
い
と
親
族
等
が
希
望
さ
れ
る

場
合
に
は
、
永
代
祭
祀
用
﹃
甘

露
の
法
雨
﹄
の
表
に
故
人
の
名
前
を
書
き
、
故
人
の
霊
波
を

招
く
た
め
に
生
前
着
用
し
た
衣
類
が
あ
れ
ば
聖
経
に
挿
み
、

お
祀ま

つ

り
し
ま
す
。（
衣
類
は
な
く
て
も
祭
祀
で
き
ま
す
）

※
な
お
、
お
名
前
が
分
か
ら
な
い
場
合
、
例
え
ば
「
宇
治
一
郎
の
父

比
古
命
」
と
書
い
て
永
代
祭
祀
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

○
申
込
用
紙　

生
存
者
用
・
故
人
用
・
流
産
児
用
の
三
種

○
奉
納
金　

一
名
又
は
一
柱
に
つ
き
十
万
円
以
上

○
お
問
合
せ　

永
代
供
養
課　

℡
〇
七
七
四
（
二
一
）
二
一
五
五

【
霊
宮
聖
使
命
会
の
お
知
ら
せ
】

　

霊
宮
聖
使
命
会
に
御
霊
を
入
れ
て
お
祀
り
し
て
あ
げ
た
い

方
は
、
地
元
各
組
織
に
常
備
し
て
あ
る
申
込
書
及
び
霊
宮
聖

使
命
会
員
用
の
霊
牌
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
会
費
（
一
柱

に
つ
き
一
ヶ
月
百
円
）
を
添
え
て
各
組
織
（
取
扱
者
）
を
通

し
て
各
教
区
の
教
化
部
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
お
問
合
せ　

霊
宮
聖
使
命
会
事
務
部
会
員
課　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
〇
七
七
四
（
二
一
）
二
一
五
六

　

「
宇
治
別
格
本
山
オ
ー
プ
ン
食
堂
」
も
、
こ
の
十
一
月
で

第
二
十
二
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
地
域
社
会
・
地
球
社

会
へ
の
貢
献
の
想
い
を
少
し
ず
つ
深
め
て
い
く
な
か
で
、
こ

の
活
動
の
尊
さ
も
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
心
の
内
に
、
そ
し
て

我
々
本
山
員
の
心
の
内
に
も
、
自
然
な
悦
び
と
し
て
柔
ら
か

く
融
け
込
ん
で
来
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

ま
だ
少
数
で
は
あ
り
ま
す
が
、
毎
回
、
ご
家
族
皆
さ
ん
で
楽

し
み
に
し
て
、
ご
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
も
お
り
ま

す
。
帰
り
際
に
、
満
面
の
笑
み
に
て
「
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し

た
！
」
と
、
声
を
か
け
て
く
だ
さ
る
そ
の
お
姿
は
、
心
も
身

体
も
愛
の
豊
か
さ
に
満
た
さ
れ
た
幸
せ
を
ふ
り
ま
く
大
黒
様

の
よ
う
な
光
を
放
た
れ
て
い
ま
す
。「
あ
～
、
こ
の
霊
光
が

世
界
を
押
し
上
げ
て
い
く
の
だ
な
」
と
、
実
感
し
て
お
り
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
丁
寧
に

こ
の
活
動
の
真
義
を
深
め

な
が
ら
、
悦
び
い
っ
ぱ
い

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

基
本
と
致
し
ま
し
て
、
毎

月
第
四
日
曜
日
に
開
催
し

て
お
り
ま
す
（
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
の
年
間
開
催
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
）。
皆
々
様
の
御

参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　生長の家宇治別格本山

オープン食堂
令和７年

12月21日日
令和８年

1月25日日、2月22日日、
3月22日日、4月26日日、
5月24日日、6月28日日
時間：11：30 ～ 13：30

（ラストオーダー 13：00）

奉納金：1口50円、2口以上随意
「オープン食堂」の“オープン”とは「誰
にでも開放された」という意味です。地
産地消・旬産旬消のオーガニックのお食
事を通し、地域の皆様が繋がり、交流す
る場を築いていきたいと思います。

○
相
愛
会
島
根
教
区
連
合
会
会

長　

多
久
春
夫  

殿

○
相
愛
会
山
口
教
区
連
合
会
会

長　

森
川　

章  

殿

○
相
愛
会
香
川
教
区
連
合
会
会

長　

清
水
逸
男  

殿

○
相
愛
会
愛
媛
教
区
連
合
会
会

長　

村
上　

賢　

殿

○
相
愛
会
福
岡
教
区
連
合
会
会

長　

原　

博
之　

殿

○
相
愛
会
大
分
教
区
連
合
会
会

長　

桑
江
章
一　

殿

○
相
愛
会
佐
賀
教
区
連
合
会
会

長　

田
中
慎
一
郎　

殿

○
相
愛
会
長
崎
南
部
教
区
連
合

会
会
長　

松
尾
義
勝　

殿

○
相
愛
会
熊
本
教
区
連
合
会
会

長　

小
原
健
史　

殿

○
相
愛
会
鹿
児
島
教
区
連
合
会

会
長　

前
田
浩
幸 

殿

○
相
愛
会
沖
縄
教
区
連
合
会
会

長　

比
嘉
啓
文　

殿

○
滋
賀
教
区
地
方
講
師
会
会
長

　

山
田
美
由
規　

殿

○
京
都
第
一
教
区
地
方
講
師
会

会
長　

疋
田
雅
子  

殿

○
奈
良
教
区
地
方
講
師
会
会
長

　

宮
﨑
理
恵  

殿

○
大
阪
教
区
地
方
講
師
会
会
長

　

北
城
敬
之  

殿

○
和
歌
山
教
区
地
方
講
師
会
会

長　

桑
原
多
佳
子  

殿

○
兵
庫
教
区
地
方
講
師
会
会
長

　

藤
山
佳
江  

殿

○
元
白
鳩
会
京
都
第
一
教
区
連

合
会
副
会
長

　
　

和
田
登
美
子　

殿

○
相
愛
会
京
都
第
一
教
区
連
合

会
副
会
長　

小
野
博
央　

殿

○
元
青
年
会
京
都
第
一
教
区
青

年
会
副
委
員
長

　
　

苅
屋
勇
輝  

殿

○
元
京
都
第
一
教
区
地
方
講
師

会
会
長　

辻　

和
子  

殿

○
白
鳩
会
大
阪
教
区
連
合
会
副

会
長  

瀧
谷
優
子  

殿

○
相
愛
会
大
阪
教
区
連
合
会
副

会
長　

中
村　

豊  

殿

○
青
年
会
大
阪
教
区
青
年
会
委

員
長　

横
田
朋
哉  

殿

○
大
阪
教
区
地
方
講
師
会
副
会

長　

井
形
京
子  

殿

二
〇
二
五
年
十
月
一
日
付
、
宇

治
別
格
本
山
推
進
員
を
委
嘱
す

る
。

宇
治
を
愛
す
る
人
─
─
　

「
先
祖
供
養
を
身
近
に

感
じ
る
た
め
に
」

生
長
の
家
群
馬
教
区
　
教
化
部
長

　 

辻
　
田
　
昌
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さ
れ
て
い
る
そ
の
ま
ま
、

“
神
の
子
の
実
相
”
は
光

輝
き
続
け
て
い
ま
す
か

ら
。
不
安
や
恐
怖
心
さ
え

も
、
必
ず
そ
の
本
質
に
生

か
す
力
と
生
か
す
愛
を
宿

し
て
い
ま
す
か
ら
。『
い

い
よ
！
い
い
よ
！
よ
う
こ

そ
！
よ
う
こ
そ
！
』
と
、

溢
れ
出
て
く
る
想
い
を
そ

の
ま
ま
解
放
し
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
『
ハ

イ
ハ
イ
、
私
は
神
の
子
で

ご
ざ
い
ま
す
、
有
難
う
ご

ざ
い
ま
す
』
と
、
優
し
く

自
ら
の
“
存
在
そ
の
ま
ま

の
光
”
を
礼
拝
し
て
く
だ

さ
い
」
と
お
話
し
し
ま
し

た
。
感
情
を
抑
え
つ
け
よ

う
と
す
る
固
い
心
が
ほ
ぐ

れ
、「
心
が
少
し
軽
く
な

り
ま
し
た
」
と
言
わ
れ
て

お
帰
り
に
な
ら
れ
ま
し

た
。小
さ
な
解
放
の
光
が
、

深
く
真
実
実
相
の
光
と
結

び
合
う
こ
と
を
信
じ
お
祈

り
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
長
い
間
、
少
し
で

も
善
き
心
か
ら
外
れ
る
と

不
安
感
の
空
回
り
に
陥

り
、
何
と
か
こ
の
善
と
悪

と
が
戦
い
合
う
心
を
克
服

し
な
け
れ
ば
と
頑
張
っ
て

来
ま
し
た
が
、
そ
こ
か
ら

解
放
し
て
く
だ
さ
っ
た
の

が
、「
自
然
界
の
動
き
に

呼
応
し
て
“
て
い
ね
い
に

生
き
る
”」、
こ
の
真
理
の

実
践
で
し
た
。
自
然
界
に

充
ち
満
ち
て
い
る
、
す
べ

て
が
す
べ
て
を
生
か
し
合

う
愛
の
円
環
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
魂
で
味
わ
い
体
感
す
る

こ
と
が
、
真
に
豊
か
で
自

由
な“
善
一
元
の
世
界
観
”

を
、
柔
ら
か
く
潜
在
意
識

に
回
復
す
る
神
秘
力
で
あ

る
の
だ
と
知
り
ま
し
た
。

「
自
然
と
共
に
伸
び
る
運

動
」
の
光
と
は
、
遥
か
未

来
を
も
照
ら
す
救
い
の
光

で
あ
る
と
同
時
に
、
今
こ

こ
足
元
の
実
人
生
を
救
う

最
高
の
霊
光
で
あ
る
の
で

す
。
益
々
と
こ
の
悦
び
の

真
義
を
深
め
、
す
べ
て
の

光
輝
く
い
の
ち
と
共
に
、

生
命
の
讃
歌
を
歌
っ
て

踊
っ
て
参
り
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

　

私
が
生
長
の
家
に

ふ
れ
た
の
は
父
が

き
っ
か
け
で
す
。
そ

れ
以
来
、
お
正
月
は

教
化
部
か
ら
バ
ス
で

宇
治
別
格
本
山
に
参

拝
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
帰
り
に
萬
福
寺
や
一
灯
園
を
た
ず
ね
ま
し
た

が
、
そ
の
由
来
等
は
後
に
『
生
命
の
実
相
』
で
知

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

生
長
の
家
本
部
に
奉
職
し
て
か
ら
は
大
学
生
練

成
会
な
ど
の
野
外
研
修
の
下
見
で
、
本
山
の
周
辺

を
周
り
、
日
本
最
古
の
神
社
の
宇
治
上
神
社
に
つ

い
て
は
、
御
祭
神
の
応
神
天
皇
、
菟う
じ
の
わ
き
い
ら
つ
こ

道
稚
郎
子
、

仁
徳
天
皇
の
皇
位
継
承
の
話
を
知
り
、
宇
治
の
歴

史
文
化
に
ふ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
宇
治
別
格
本
山
を
深
く
意
識
す
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
教
化
部
長
と
し
て
青
森
に
赴
任

し
て
か
ら
で
す
。

　

教
区
に
赴
任
し
て
、
先
祖
供
養
祭
の
祭
司
を
し

ま
す
が
、
初
め
は
祭
次
第
に
則
っ
て
行
う
の
み
で

し
た
。
や
が
て
奏
上
の
詞
、
招
霊
の
儀
、
祭
文
、

送
霊
の
儀
な
ど
そ
の
意
味
や
心
情
を
感
じ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
教
区
の
先
祖
供
養
祭
や
、
盂
蘭
盆
供

養
大
祭
の
霊
牌
奉
送
祭
で
は
、
御
祭
り
の
意
義
な

ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
信
徒
の
皆
様
が
奉
祀
さ
れ
る
霊
牌
に
つ
い

て
は
、
宝
蔵
神
社
本
尊
神
霊
（
祭
神
）
で
あ
る
生

長
の
家
大
神
・
大
国
主
大
神
・
観
世
音
菩
薩
・
地

蔵
大
菩
薩
・
阿
弥
陀
如
来
の
元
、
霊
殿
で
祭
祀
さ

れ
、
霊
宮
聖
使
命
菩
薩
（
永
代
祭
祀
）
で
祭
祀
さ

れ
る
こ
と
。
宇
治
別
格
本
山
は
、
生
長
の
家
全
体

か
ら
み
る
と
仏
間
に
あ
た
る
こ
と
を
説
明
し
、
宝

蔵
神
社
に
参
拝
す
る
こ
と
は
、

・
生
長
の
家
大
神
と
そ
の
御
働
き
で
あ
る
、
大
国

主
大
神
、
観
世
音
菩
薩
、
地
蔵
大
菩
薩
、
阿
弥
陀

如
来
の
お
導
き
に
感
謝
礼
拝
す
る
こ
と
。

・
宝
蔵
神
社
に
祭
祀
さ
れ
、
本
尊
曼
陀
羅
に
護
ら

れ
導
か
れ
て
い
る
先
祖
や
流
産
児
の
御
霊
（
み
た

ま
）
に
感
謝
礼
拝
す
る
こ
と
。

と
話
し
て
い
ま
す
が
、
自
分
に
と
っ
て
も
、
宇
治

を
再
確
認
す
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
で
の
先
祖
供
養
が
身
近
に
感
じ
ら

れ
る
よ
う
、
聖
経
読
誦
の
意
義
や
心
構
え
を
説
明

し
て
い
ま
す
。
谷
口
雅
宣
先
生
著
『
生
長
の
家
っ

て
ど
ん
な
教
え
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
聖
経
を
読
む
と
き
は
、“
仏
様
”
に
語
り
か
け

る
気
持
ち
で
、
親
し
み
を
込
め
て
読
む
の
が
い
い

で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
結
果
的
に
は
、
自
分
に
語
り

か
け
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
ま
あ
、
そ
う
い
う

真
理
を
媒
介
と
し
た
ご
先
祖
と
の
交
流
の
場
と
し

て
、聖
経
読
誦
を
さ
れ
る
の
が
い
い
で
し
ょ
う（
一

七
七
頁
）

　

日
々
、
こ
の
よ
う
な
気
持
ち
で
聖
経
読
誦
し
、

神
の
子
の
自
覚
を
深
め
、
ご
先
祖
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、『
白
鳩
』
二
〇
二
二
年
七
月
号
の

特
集
「
ご
先
祖
様
に
手
を
合
わ
せ
る
」
に
は
宇
治

別
格
本
山
前
総
務 

堀
端
芳
樹
講
師
の
ポ
イ
ン
ト

解
説
が
あ
り
、
先
祖
供
養
で
自
身
の
神
性
が
開
発

さ
れ
る
こ
と
を
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。『
神
真

理
を
告
げ
給
う
』（
谷
口
雅
春
著
）
一
〇
八
頁
に

神
の
子
の
自
覚
を
得
る
に
は
、
①
真
理
の
言
葉
が

綴
ら
れ
た
生
長
の
家
の
本
を
繰
返
し
読
む
こ
と
、

②
祖
霊
へ
の
聖
経
読
誦
、
③
神
想
観
の
実
修
と
あ

り
ま
す
。

　

幼
少
の
頃
に
怪
我
を
し
た
女
性
が
親
に
感
謝

し
、
先
祖
に
対
し
て
感
謝
の
聖
経
読
誦
を
行
う
よ

う
に
な
る
と
、
長
年
の
傷
が
速
や
か
に
癒
さ
れ
た

体
験
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
感
謝
と
供
養
に

よ
っ
て
自
己
の
心
境
が
高
ま
リ
、
自
己
治
癒
力
が

活
性
化
し
て
傷
が
癒
え
た
と
い
う
の
で
す
。

　

自
分
の
い
の
ち
の
根
源
で
あ
る
両
親
や
先
祖
に

感
謝
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
の
存
在
を
肯
定

す
る
こ
と
に
な
り
、
明
る
い
人
生
を
歩
む
た
め
精

神
的
な
土
台
と
な
り
、幸
福
生
活
の
礎
な
る
こ
と
、

先
祖
と
の
ム
ス
ビ
の
働
き
を
意
識
し
て
新
価
値
を

創
造
す
る
機
会
に
な
る
こ
と
を
伝
え
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

二
年
前
か
ら
、
盂
蘭
盆
供
養
祭
が
ラ
イ
ブ
配
信

さ
れ
、大
祭
の
様
子
を
視
聴
出
来
る
よ
う
に
な
り
、

宇
治
別
格
本
山
で
の
先
祖
供
養
や
霊
牌
供
養
に
つ

い
て
、
身
近
に
感
じ
る
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
も
ご
視
聴
、
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

「
オ
ー
プ
ン
食
堂
・
活
動
報
告
」

神癒の社 入龍宮幽斎殿 新春書初め等のお知らせ

神
癒
祈
願

奉
納
金
は
随
意
で
す
。

詳
し
く
は
神
癒
祈
願

課
ま
で
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
写
経
課
ま
で
、

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。



　 第 121 号 宇治だより 2025 年 11 月 20 日　　（4）

　

令
和
八
年
度
の
末
一
稲

荷
神
社
初
午
祭
は
、
二
月

一
日
（
日
）
に
執
り
行
わ

れ
ま
す
。

　

宇
治
別
格
本
山
の
『
末

一
稲
荷
神
社
祝
詞
』に
は
、

「
稲
荷
大
神
は
稲
生
（
い

ね
な
）
り
ま
す
と
云
ふ
語

源
に
し
て
、
五
穀
豊
穣
萬

物
繁
栄
の
生
成
化
育
（
せ

い
せ
い
か
い
く
）を
司（
つ

か
さ
ど
）り
給
ふ
天
地（
て

ん
ち
）
創
化
の
神
秘
力
に

ま
し
ま
す
」
と
記
載
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

四
十
年
程
前
、
地
元
の

練
成
会
で
次
の
よ
う
な
講

話
を
聴
き
ま
し
た
。

　

あ
る
雨
の
日
、
地
方
講

師
の
女
性
が
バ
ス
に
乗
り

込
む
と
、
一
人
の
老
婆
が

乗
っ
て
い
ま
し
た
。

　

「
こ
ん
な
天
気
の
悪
い

日
に
お
出
か
け
で
、
大
変

で
す
ね
」
と
女
性
が
声
を

か
け
ま
す
と
そ
の
老
婆
は

言
い
ま
し
た
。

　

「
晴
天
だ
け
が
い
い
天

気
じ
ゃ
な
か
。
雨
は
大
地

や
稲
に
う
る
お
い
を
与
え

て
く
れ
る
。
風
は
害
虫
を

吹
き
飛
ば
し
て
く
れ
る
。

雪
が
た
く
さ
ん
積
も
る

と
、
地
中
で
害
虫
の
卵
が

死
ぬ
。
雷
は
大
地
の
肥
料

に
な
る
。
無
駄
な
も
の
は

な
に
も
な
い
、
み
ん
な
い

い
天
気
な
ん
じ
ゃ
」
と
。

　

地
方
講
師
の
女
性
は
こ

の
老
婆
の
説
法
の
ご
と
き

言
葉
を
聞
き
心
を
う
た

れ
、
こ
の
老
婆
は
観
世
音

菩
薩
様
の
化
身
だ
っ
た
、

私
に
す
べ
て
は
神
様
の
恵

み
だ
と
ご
教
示
く
だ
さ
っ

た
の
だ
、と
思
い
ま
し
た
。

　

雷
は
稲
が
実
る
時
期
に

多
い
こ
と
か
ら
、
古
代
に

お
い
て
雷
が
稲
を
実
ら
せ

る
「
稲
と
結
婚
し
て
実
を

結
ぶ
、
稲
（
い
ね
）
の
妻

（
つ
ま
）」
と
考
え
ら
れ
、

稲
妻
（
い
な
ず
ま
）
と
も

称
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

稲
の
生
長
は
、
種
ま
き

か
ら
始
ま
り
、
育
苗
、
田

植
え
、そ
し
て
分
け
つ
期
・

幼
穂
形
成
期
・
出
穂
開
花

期
・
登
熟
期
・
成
熟
期
へ

と
進
み
収
穫
を
迎
え
る
そ

う
で
す
。
さ
し
ず
め
種
は

私
た
ち
の
願
い
、
祈
り
に

よ
っ
て
心
の
大
地
に
種
を

蒔
き
、
そ
れ
を
暖
か
い
日

差
し
・
時
に
は
厳
し
い
寒

さ
・
雨
風
・
静
か
な
る
夜

を
繰
り
返
し
な
が
ら
育

み
、
そ
し
て
黄
金
色
の
実

り
を
刈
り
取
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

そ
の
育
む
力
こ
そ
稲
荷

大
神
の
神
名
で
あ
る
宇
迦

之
御
魂
大
神
様
（
う
か
の

み
た
ま
の
お
お
か
み
）
の

権
能
な
の
だ
と
拝
察
し
ま

す
。
育
む
力
や
生
み
だ
す

力
は
、
家
庭
や
社
会
を
支

え
る
大
人
た
ち
に
も
必
要

で
す
が
、
子
供
た
ち
や
若

者
た
ち
に
は
更
に
必
要
な

も
の
で
し
ょ
う
。
若
い
世

代
こ
そ
、
天
地
の
祝
福
を

受
け
て
大
き
く
生
長
し
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。
天
地

の
祝
福
を
正
し
く
理
解
し

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る

の
が
、
生
長
の
家
の
教
え

で
あ
り
、
末
一
稲
荷
神
社

の
繁
栄
祝
福
の
祈
願
で
あ

り
ま
し
ょ
う
。

　

『
幸
福
を
招
く
365
章
』

末
一
稲
荷
神
社
の

教
勢
発
展
・
繁
栄
祈
願
の
功
徳

生
長
の
家
宇
治
別
格
本
山
　
祭
司
部
　
部
長

服
　
部
　
信
　
雄

第52回

　

こ
の
度
、
初
午
祭
で
孫

の
救
急
救
命
士
の
国
家
試

験
合
格
を
祈
願
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
と
こ
ろ
、
無

事
に
合
格
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
消
防
庁
へ

孫
が
救
急
救
命
士
に

合
格
し
ま
し
た
！

Ｍ
・
Ｔ

　
教
勢
発
展
・
繁
栄
祈
願
の
お
礼
状

の
内
定
祈
願
も
お
願
い
し

た
と
こ
ろ
そ
ち
ら
の
内
定

も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

研 修 生 募 集 中 �
宇治別格本山では、常時研修生を募集しております。

宝蔵神社本尊神霊と
御先祖様のお護りと
お導きのもと、素晴
らしい仲間と共に真
理の実践生活をして
みませんか。
“神の子の善一元の
世界観”を確立する、
かけがえのない機会
となります。

本山にて柿とり献労に取組む様子

詳しい内容をお知りになりた
い方はご連絡ください。

℡：0774-21-2153

三
十
一
頁
「（
前
略
）
ま

ず
自
分
の
内
に
あ
る『
神
』

と
『
神
の
国
』
と
を
知
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

あ
る
。
多
く
の
間
違
っ
た

人
々
の
宗
教
的
信
仰
と
云

う
も
の
は
、
外
に
あ
る
神

に
頼
っ
て
、『
内
に
在
る

神
』
を
知
ら
ず
、
依
頼
心

を
起
し
て
、
神
に
泣
き
附

く
こ
と
を
以
て
祈
り
で
あ

る
と
誤
解
し
て
い
た
の
で

あ
る
。『
自
分
の
内
に
在

る
神
』
を
忘
れ
て
、『
外

に
あ
る
神
』
に
泣
き
附
く

よ
う
な
卑
怯
な
こ
と
を
、

神
は
決
し
て
悦
び
給
わ
な

い
の
で
あ
る
。『
内
な
る

神
』
と
は
『
内
な
る
生
命

力
』
で
あ
り
、『
内
な
る

智
慧
』で
あ
る
。（
後
略
）」

　

こ
の
御
文
章
か
ら
推
し

量
る
と
、
生
命
繁
栄
を
育

む
力
・
宇
迦
之
御
魂
大
神

様
（
う
か
の
み
た
ま
の
お

お
か
み
）
の
権
能
は
、「
皆

様
の
内
に
は
じ
め
か
ら
在

る
」の
だ
と
も
言
え
ま
す
。

そ
れ
を
皆
様
の
人
生
に
顕

現
す
る
第
一
歩
と
し
て
、

末
一
稲
荷
神
社
の
教
勢
発

展
・
繁
栄
祈
願
を
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

「短期練成会」　12月5日(金)～7日(日)
「献労練成会」　12月12日(金)～14日(日)
「初詣練成会」　12月31日(水)～1月3日( 土 )

「ご先祖と共に悦びの一日講話」（土日開催）

予約制となります。参加申込フォームへの入力またはお電話（9:20～17:00）でお申し込みくだ
さい。フォームは本山ホームページ、Facebookより入れます（上のQRコードもご利用ください）。
※宿泊は初日の前日となる木曜日まで、日帰りは参加前日までが締切りとなります。

予約制となります。参加申込フォームへの入力またはお電話（9:20～17:00）でお申し込みくだ
さい。フォームは本山ホームページ、Facebookより入れます（下のQRコードもご利用ください）。
※締め切りは参加の前日までとなります。

・土曜日の宿泊も受け付けております（金曜の宿泊はございません。参篭費1,500円）。宿泊2日前の木曜日の17:00までにフォームかお電話にて
ご予約ください。　☆練成会、一日講話共にＪＲ宇治駅、京阪宇治駅までバスで出迎えを行っております。どうぞご利用ください。
日程及び詳細事項、プログラムは宇治別格本山のホームページ、Facebookでご確認ください。分からないことがありましたら、お気軽にお問い合わせ
ください。皆様のご参加を心よりお待ちしています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎お電話 ０７７４－２１－２１５３(練成部)

▼奉納金　・一泊　4,000円、子供（3〜12歳）2,750円
　　　　　・日帰り　1,500円、子供（3〜12歳）750円

▼奉納金　・大人　1,500円、子供（3〜12歳）750円 参加申し込みフォーム＝

参加申し込みフォーム＝

短期 献労 初詣

〜"魂のふるさと"宇治で、神の子の喜びを味わいませんか？〜

以下の日は、食堂がお休みと
なります。１月１日元日

午前11時〜午後２時まで
（2000杯限定）

１月１日（木）〜７日（水）

雑煮接待のご案内

6日㈭ 7日㈮ 14日㈮ 17日㈪ 
21日㈮ 25日㈫ 26日㈬

4日㈭ 8日㈪ 9日㈫ 15日㈪ 24日㈬ 
25日㈭ 26日㈮ 27日㈯ 2９日㈪

11月

12月


